
A — ドウエア編 


Express サーバ本体の八ードウエアについて説明します。 


各部のを称と機能(一58ページ） . 

設置と接続(一65ページ） . 

基本的な操作(一70ページ） . 

オプションの取り付け(一84ページ） . 

ケーブル接続(一113ページ） . 

BIOS のセットアップ(一120ページ） . 

リセ、ソトとクリア（一145ページ） . 

割し ja みラインと I / O ポートアドレスト148ぺージ) 


Express サーバのを部のを称と機能についてパー 
ツ単位に説明しています。 

Express サーバの設置にふさわしい場所や背面の 
コネクタへの接続じついて説明しています。 

電源の ON や OFF の方法およびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などじついて説明し 
ています。 

本装置にオプシヨンを取りがけるときにご覧くだ 
ぎい。 

Express サーバの内部/外部へのケーブル接続例 
を示します。背面にあるケーブルの接続について 
は r 設置と接続」をご覧ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設を方法 
について説明しています。 

Express サーバをリセ、ソトする方まと内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 

Express サーバ内部のアドレスや割り a みの設を 
について説明しています。 
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各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


① フ□ントドア 

POWER スイ、ソチ、 5.25 インチデバイス、 CD - ROM ドラ 
イブ、フ□、ソピーディスクドライブを取り扱うときや 3.5 
インチデバイスベイに八ードディスクを取りがける（また 
は取り外す）ときに開ける。添付のセ丰ュリティ丰一で 
□ックすることができる（一70ページ)。 

② キース□ット 

フ□ントドアを□ック/解除するセキュリティ丰一の差し 
□ (一70ページ)。 

③ スタビライザ(前2個、後2個） 

転倒防止用のストッパ。 

④ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色） 

内蔵の八 ー ドディスクにアクセスしているときに緑色に 
点灯する。（一63ページ)。 

⑥ POWER / SLEEP ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。電源を OFF にすると 
消灯する（一63ページ)。またシステムがスリープ状態の 
ときに点滅ずる。 

⑥ STATUS ランプ 

本装置では機能しない。 
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装置前面(フロントドアを開いた状態) 


①己.2己インチデバイスベイ 

オプシヨンの DAT ドライブや光磁気ディスクドライブなど 
を取りがける場所(一94ページ）。下のス□、ソトからス□、ソ 
M 〜3。 

⑤ CD - ROM ドライブ 

じ0-只01\/1のデータの読み出しを行う（^82ぺージ） 

(2)-1 ヘッドフォンジャック 
(2)-2 ボリューム 
(2)-3 アクセスランプ 
(2)-4 トレ— 

(2)-5 強制イジェクトホール 
(2)-6 オープン/ク□-ズボタン 

⑤ 3. 己インチ八ードディスクベイ 

八ードディスク増設用ス□、ソト（一89ページ）。 

最大4台まで搭載可能で、上から Primary IDE Master 、 
Primary IDE Slave、Secondary IDE Master、Secondary 
IDE Slave に設定して搭載する。 

④3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 己インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを行う装置(^80ぺージ)。 

(4)-1 イジェクトボタン 
(4)-2 ディスク挿入 □ 

(4)-3 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（アクセス中は 
緑色に点灯） 

(D POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押ずと POWER/SLEEP 
ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押ずと電源 
を0ドドにする（^71ぺージ)。4秒 U 上押し続けると強制的 
にシャットダウンする（一145ページ）。 

⑥ RESET スイッチ 

本体をリセ、ソトするスイッチ（一145ぺージ)。 

⑦ DUMP スイッチ 

本体に起きたイベント□グを採取する（一216ページ)。 

⑥ランプ(前ページ参照） 


① ③ 


本装置では4 
機能しない 






1 

與^デ 



(2)-1 (2)-2 (2)-3 (2)-4 ③ -5 ③ -6 


■(4)-2 
、④ -3 
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装置背面 


① 電源ユニット 

Express サーバに DC 電源を供給する装置。 

② AC インレット 

電源コードを接続するソケット（^67ぺージ)。 

③ シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一のページ)。 

なお、専用回線に直接接統することはできませ 
ん。 

④ PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット 
(一97ページ)。 

⑥マウスコネクタ 


添付のマウスを接続する（^67ぺージ)。 

⑥ USB1 〜2コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続 
する（一67ページ)。ちから順にコネクタ1.コ 
ネクタ2と割り当てられている。 

⑦ キーボードコネクタ 


添付のキーボードを接続ずる（^67ぺージ)。 

⑧シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一のページ)。 

なお、専用回線に直接接統することはできませ 
ん。 

(D プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタ 
と接続する（^67ぺージ)。 

⑩モニタコネクタ 


ディスプレイ装置を接続する（一67ページ)。 

⑩ UNK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ(一64ペー 
ジ)。 

⑩ LAN コネクタ 


LAN 上のネットワークシステムと接続する（一 
67ページ）。1000 Base - T /100 Base - TX / 

1 0 Base - T に対応。 

⑩ 1000/100/10ランプ 

標準装備の LAN ポートの転送速度を示すランプ 
(一64ページ）。 
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装置内部 


図は、内部に取りがけられている CPU ダクトカバーを取り外した状態のものです。 


電源ユニット 

CPU 2( オプション） 

CPU 1(標準装備） 

DIMM ( SI 饥#1に標準装備） 

5.25 インチデバイスベイ （4 ス□、ソト） 

4ス□ツト中、標準装備の CD - ROM ドライ 
ブで1ス□、ソト使用。残り3ス□、ソト中、 
最大2台搭載可能（シングル八イトのデバ 
イスを2台、またはダブル八イトとシング 
ル八イトのデバイスを各1台）。 

CD - ROM ドライブ 

3. 己インチフ□、ソピーディスクドライブ 
3.5 インチ八ードディスクベイ 
八ードディスク4台を搭載可能。 

マザーボード 
冷却ファン 



①②③④⑥ ⑥⑦⑧ ⑨⑩ 


⑥ 
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⑩ ⑩ 


CPU 1ソケット 
CPU 2 ソケット 
電源コネクタ 
電源コネクタ 
未使用コネクタ 

DIMM ソケット庙から Slot ( group ) #1 〜 Slot ( group ) #4) 
Slot ( group ) #1 に DIMM を標準装備。増設は1枚単位。 
Ultra ATA 66コネクタに D - ROM ドライブ用） 

Ultra ATA 100 コネクタ （ Secondary 、 八ードディスク用） 
Ultra ATA 100 コネクタ （ Primary 、 八ードディスク用） 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 
ぶ却フアンコネクタ（未使用） 



① ② 


③④⑥ 


j ^ l 目目目目目目 ft 目目目 目 I 

□ 



DAC LED コネクタ 
リチウム電池 

ぶ却ファンコネクタ（未使用） 

フ□ントパネルインタフェースコネクタ 

CMOS / ノ t スワードクリア用ジャンパスイッチ （ 146ページ参 

照） 

PCI ボードス□、ソト巧ス□、ソト、上から PCI #1 一 PCI #2 一 
PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5) 

PCI #1〜#4: 64- bit /33 MHz 

PCI #5: 32- bit /33 MHz 

COM B コネクタ 
ぶ却ファンコネクタ （Fan 3) 

外部接続コネクタ （60 ページ参照） 


ここでは本装置のアツプグレードや保守馆 B 品交換など） 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については化荷時のままお使いください。 



①②③④⑥⑥ ⑦⑧⑨⑩⑩ 


⑩⑩⑩⑩⑩ ⑩ ⑩⑩ ® 
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ランプ表巧 


Express サーバのランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER/SLEEP ランプトを） 

Express サーバの電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。電源が Express サーバに 
供給されていないと POWER/SLEEP ランプが消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、 Express サーバを省電カモードに切り替えるとラン 
プが緑色に点滅します。 POWER スイ、ソチを押すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能します。また、 OS じ 
よっては一定時間 W 上、 Express サーバを操作しないと自動的に省電カモードに切り替わる 
よう設をしたり、 OS のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


STATUS ランプ (A) 

本装置では機能しません。消灯したままです。 

D に K ACCESS ランプ ( 目） 

D に K ACCESS ランプは 3.5 インチデバイスベイに取り付けられている八ードディスクの状 
態を示します。 

八ードディスクにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

LAN アクセスランプ (S) 

本装置では機能しません。消なしたままです。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD-ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD-ROM じアクセスしているときに点灯します。 


八—ドウ H ア編 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある LAN ポート（コネクタ）には2つのランプがあります。 

• UNK / ACT ランプ 


本体標準装備のネットワークポートの状態を 
表示します。本体と HUB に電力が供給されて 
いて、かつ正常に接続されている闇、緑色に 
点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが 
送受信を行っているときに緑色に点滅します 
( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合 
は、ネットワークケーブルの状態やケーブル 
の接続状態を磕認して<ださい。それでちラ 
ンプが点なしない場合は、ネットワーク 
( LAN ) コント□-ラが故障している場合があ 
ります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社に連絡してください。 

1日00/ I 日0/10ランプ 



1000/100/10 

ランプ 


標準装備の LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポートしてい 
ます。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作 
されていることを示します。緑色に点なしているときは、100 BASE - TX で動作されてい 
ることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 
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A ま意 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 2人下で持ち上ばない 

• 指定杉がの場所に設置しない 


Express サーバの設置にふさわしい場所は次のとおりです。 


装置の動作時に室内 
溫度10で〜3日 ° C 、 

湿度 20 %〜 so % (ただし 

/結露しないこと）の 
範囲を巧てる場所* 



フ□ントドアを完全に開けることびできる 
スペースのある場所。（フロントドアは完全 
に開けると左側面か日約 3 已 5 リとびだしまず。 


室内温度1已で〜吕已での範囲を保てる場所での 
使用をお勧めします。 


設置場所がずまったら、3人ム(上で Express サーバの底面をしっかりと持って、設置場所に 
ゆっくりと静かに置いてください。 


装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上ばないでください。フ□ントドアびがれて落 
下し、装置を破損してしまいます。 

スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 


設置と接続 

Express サーバの設置と接続じついて説明します。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に 
Express サーバを設置すると、誤動作の原因となります。 



温度変化の激しい場所(暖房器、 
エアコン、を蔵庫などのお<)。 


jiiiMiik 

帯電防止加工が施されていない 
じゅうたんを敷いた場所。 



強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど)の 
お < (やむを得ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してシールド 
工事などを行ってください）。 





本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 



腐食性ガスの発生する場所(大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類のお < や薬品類が 
かかるおそれのある場所。 



電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON / OFF する場合の接点ス 
パークなど)を発生する装置のお 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置のお 
<に設置するときは電源配線の分 
離やノイズフィルタの取り付けな 
どを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 
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Express サーバと周辺装置を接続します。 

本体じは、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次の図は本体が 
標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してか 
ら添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 





0A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 




A を意 


A \ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定似がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 
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US 己インタフェースを持 


最後に添付の電源 



専用回線への直接接続は不可 


M-O • Express サーバおよび接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 
ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NECm 夕 K サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び Express サーバで使用できることをあ5か 
じめ確認してください。サードパーティの装置の中には Express サーバで使用できな 
いちのびあります。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークをちに向けて差し込んでくださ 
い。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを利用ずる際に使用ずるモデムについ 
ては、 NEC フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 
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Express サーバの電源コードを無倍電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある 
サービスコンセントじ接続します。 

UPS のサービスコンセントじは 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSContmller など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT じ電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWtCH OUT じ電源コードを接続しますに4時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 



UN-SWITCH OUT 
(0 UTPUT 2) 


SWITCH OUT 
(OUTPUT 1) 


本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために Express サーバの BIOS の設定を変更してください。 

BIOS のに e 「 ve 「」一^ AC - UNK 」を選択すると表示されるパラメータを切リ替えることで設定 
することができます。詳しくは139ページを参照してください。 


UPS を利用し、自動運転を行う場合は、 「 AC 丄 INK 」 の設定を 「Power On 」 に設定してく 
ださい。 
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基本的な操作 

Express サーバの基本的な操作の方法について説明します。 


フロントドアの開閉 


Express サーバの電源の ON/OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD-ROM ドライブ、 5.25 
インチデバイスを取り扱うとき、 3.5 インチデバイスベイへの八ードディスクの取りがけ/ 
取り外しを行うときはフ□ントドアを開きます。 

M-O • フ□ントドアは、添付のセキユリティキーで□ツクを解除しないと開けることびできま 
せん。 

• ソフトウェアには CD-ROM のトレーや已 .2 已インチデバイスベイに取り付けているデバ 
イスにセツトしているメディアをイジェクトさせるコマンドを持つものびありまず。こ 
の場合、フ□ントドアび開いていることを確認してか5コマンドを実行してください。 
フ□ントドアを閉じたままコマンドを実行ずると、フ□ントドアに CD-ROM のトレー 
や曰.2己インチデバイスのメディアがぶつかり、装置を故障させることびありまず。 

车ース□、ソトに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを回して□ツクを解除してから、 
フ□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フ□ントドアを閉じた後 
は、セ羊ュリティのためにも车一で□ツクしてください。 

I M-O フ□ントドアを開ける際は、ち上部の取っ手にツメを引っかけて開けないようお願いしま 
ず。フ□ントドアが開けづ5い場合は、ち上部と左下部をそれぞれ手で持って手前に引いて 
<ださい。 
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電源の ON 


Express サーバの電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


ディスプレイ装置および Express サーバに接続している周辺機器の電源を ON (こする。 




無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON (こなっていることを確認してください。 


2. Express サーバ前面にある POWER ス 
イッチを押す。 


POWER/SLEEP ランプが'緑色(こ; S 义了 
し、しば6くするとディスプレイ装置の 
画面には文字が表示されます。 


AC インレットに電源コードを接続 
した後、 POWER スイッチを押す 
まで10砂 m 上の時間をあけてくだ 
さい。 

モニタ画面に何5かの文字び表示 
されるまでは電源を OFF にしない 
で < ださい。 



ランプ 


文字を表示している間、 Express サーバは自己診断プ□グラム (POST) を実行して Express サーバ 
自身の彰断をします。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を完了する 
と 0S が起動します。 


I チェッ匀 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。74ページを参 
照してください。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、 Express サーバのマザーボード内に記録されている自己診 
断機能です。 

POST は Express サーバの電源を ON じすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリ 
モジュール、 CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の 
実行中じを種の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

Express サーバの化荷時の設をでは POST を実行している間、 

ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Es に羊一 
を押すと、 POST の実行内容が表示されます。） 

jl ; BIOS の メニュー で < Esc > キー を押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

ことができます。 「 BIOS の コンフィグレー シ ョン」 の 「 Advanced (131 ぺー ジ）」にある 「Boo 卜 
time Diagnostic Screen 」 の設定:を「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• Express サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 

M-O • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ress Any Key 」 とキー入力を要 
求するメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを}甲してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ットの変更をしてか 
5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを 
示すメッセージを表示して POST をいったん停止ずることびありまず。 

この場 S まく F 1 >キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定でをます。 


医に 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチて、ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。 Express サーバに搭 
載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もありま 
す。同様に再起動（リブート）した場合など、画面(こ表示をするのじ約1分程の時間がかかる場合 
があります。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを®6せるメッセージです。 
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3. しば 6 くすると、 Express サーバのマザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 


I Press <F2> to enter SETUP 


] 


Express サーバを使用する環境にあった設定に変更するとき(こ起動してください。 エラー メッセー 
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必 
要はありません(そのまま何も人力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。設定方まや 
パラメータの機能(こついては、120ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、 Express サーバは自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧します。 

4. 続いて Express サーバ(こオプションの SCSI コント□-ラボードなどの専用の目 I 0 S を持ったコント 
□-ラを搭載している場合は、目 I 0 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます(そのまま何も入力せず(こいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

<例： SCSI 目 I 0 S セットアップユーティリティの場合> 

I Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility!] 


ここで < C が > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。ユーティリティの起動方法 
や操作に関しては、オプションのボードに添付の説明書を参照してください。 

SCSI ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• ファイルベイに SCSI 機器を取り付けた場合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
• Express サーバ内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

己.オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

6 . 目 I 0 S セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常(こ終了 
した後に、パスワードを人力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで巧えます。3◎とも入力を誤ると Express サーバを起動できなくな 
ります。この場合は、 Express サーバの電源を OFF (こしてか6、約10秒ほど時間をあけて ON にし 
て Express サーバを起動し直してください。 


I W-OIE 

I OS をインス I ルずるまではパスワードを設定しないでください。 


POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST のエラーメツセージ 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
次にエラーメ 、ソ セージの一覧と原因、その対処方まを示します。 

I M-O 保守ヴービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うとさに有用な情報となります。 


ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

巧処方法 

0200 Failure Fixed Disk . 

八ードディスクエラー。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0210 Stuck Key . 

キーボード接続エラー。 

キーボードをホ妾続し直してくだ'さい。 

0211 Keyboard error . 

キーボードエラー。 

• 丰ーボードを接続し直してく 
ださい。 

• 再起動してください。それで 
も直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0212 Keyboard Controller 

Failed . 

キーボードコント□ーラエラー。 

0213 Keyboard locked - 

Unlock key switch . 

キーボードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解除して 
ください。□ックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0220 Monitor type does not 

match CMOS - Run 
SETUP . 

モニタのタイプが CMOS と一致しな 
い。 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してくだい。 

0230 System RAM Failed at 

offset . 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 Shadow 民 am Failed at 

offset . 

シャドウ RAM エラー。 

0232 Extended RAM Failed at 

address line . 

拡張 RAM エラー。 

0250 System battery is dead - 

Replace and run SETUP . 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッ 
テリを交換して<ださい。交換 
後、 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0251 System CMOS checksum 

bad - Default 
configuration used . 

システム CMOS のチェックサムが'正し 
<ない。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0252 Password checksum bad 

- Passwords cleared . 

パスワードのチェックサムが'正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0260 System timer error . 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日が 
を設定し直してください。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会社に連絡 
してください。 

0270 Real time clock error . 

リアルタイムク□、ソクエラー。 

0271 Check date and time 

setting . 

リアルタイムク □ 、ソクの時刻設定に誤 
りがある。 

0281 Memory Size found by 

POST deffered from EISA 
CMOS . 

EGA CMOS と異なったメモリサイズ 
が POST よりお出された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

02B0 

DisKette drive A error. 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 

-L つ一。 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
ニューの 「Legacy Floppy A 」 を 
設定し直して<ださい。設定し直 
しても同じエラーが続けて起きる 
ときは保守サービス会社に連絡し 
てください。 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP. 

フ□、ソピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して 
ください。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled. 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限界を超 
えた。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EGA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test Failed. 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed. 

IDE の構成エラー。 


0612 

IDE configuration error- 
device disabled. 

IDE の構成デバイスエラー。 


0613 

COM A configuration 
changed. 

COM A の構成エラー。 


0614 

COM A config. error - 
device disabled. 

COM A の構成デバイスエラー。 


0615 

COM B configuration 
changed. 

COM B の構成エラー。 


0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM B の構成デバイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed. 

フ□、ソピーディスクドライブの構成エ 
ラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled. 

フ□、ソピーディスクドライブの構成デ 
バイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed. 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disaoled. 

パラレルポートの構成デバイス 

-L つ一。 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code. 

BIOS ブート中に再起動した。 


0B01 

Rebooted during OS 
boot. 

0 S ブート中に再起動した。 


0B02 

Rebooted during OS 
Runtime. 

0 S ランニング中に再起動した。 


0B1B 

PCI System Error on 
Bus/Device/Function. 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 
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ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

巧処方法 

0B1C 

PCI Parity Error on 

Bus/Device/F unction. 

ノな/デバイス/機能で PCI ノ リティエ 
ラーが発生した。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B22 

Processors are installed 
out of order. 

プ□セ、ソサの故障。 

保守を依頼して CPU を交換して< 
ださい。 

0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1. 

CPU #1ソヶツトにサポートしていな 
し侣 PU が搭載されている。 

本装置がサポートしている CPU で 
あることを確認してください。確 
認できない場合は保守サービス会 
社に連絡して保守を化頼して<だ 
さい。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2. 

CPU #2ソヶツトにサポートしていな 
し侣 PU が搭載されている。 

0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

CPU #1 でエラーをお化したため、 

CPU #1 を縮退した。 

CPU が縮退しています。保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

0B51 

Processor #2 with error 
taken offline. 

CPU #2 でエラーをお出したため、 
CPU #2 を縮退した。 


0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーを検出した。 

すべての CPU でエラーをお化した 
ため、強制的に起動しています。 
保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B60 

DIMM group # 1 has 
been disabled 

メモリエラーをネ矣化した。メモリ#1が 
縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled 

メモリエラーをネ矣化した。メモリ#2が 
縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled 

メモリエラーを検出した。メモリ#3が 
縮退している。 


0B63 

DIMM group #4 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#4が 
縮退している。 


8100 

Memory Error detected 
in DIMM group # し 

メモリエラーを検出した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM をを換して 
ください。 

8101 

Memory Error detected 
in DIMM group #2. 


8102 

Memory Error detected 
in DIMM group #3. 



8103 

Memory Error detected 
in DIMM group #4. 



8151 

Password Cleard By 
Jumper. 

ジャンパ設定によりパスワードをクリ 
ァした。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元 
に戻してください。 

Expansion Rom not 
initialized 

PCI カードの拡張 ROM が初期化されな 
い。 

BIOS セットアップユーティリ 
ティに ETUP 」-「 Advanced 」- 
「PCI Configuration 」 で設定を 
変更してください。 

0 S ブートに関係しない PCI デバイ 
スの0内 ion ROM は Disabled に設 
定することができます。 

Invalid System 
Configuration Data 

システムを構成しているデータが破壊 
されています。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

System Configuration 
Data Read Error 

システム構成しているデータのリード 

-L つ一。 


Resource Conflict 

PCI カードのリソースが正しく マツ ピ 
ングされていない。 


System Configuration 
Data Write Error 

システム構成しているデータのライト 

-L フ ー0 


WARNING: IRQ not 
configured. 

PCI カード割り込みが正しく設定され 
ていない。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい 
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前ページの CPU やメモリに関するエラーメッセージとマザーボード上に取り付けられている 
CPU とメモリは次の國のように対応しています。 


■: 故障している CPU またはメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できます （1 30、132 

ページ参照)。 


DIMM group #1 
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ビープ 音による エラー 通知 


POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ 
ラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通おします。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテス ト エラーが 起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡して、マザー 
ボードを交換してください。 

1-3-1-1 

DRAM U フレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取りがけ状態を確認し 
てください。それでも、直らない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 DIMM 
ボードまたはマザーボードを交換して 
ください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラエラー 

キーボードを接続し直してください。 
それでも、直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して、マザーボードを巧 
換してください。 

1-3-3-1 

メモリをお化できない。あるい 
は、 DIMM ボードのタイプが異なる 

DIMM ボードの取り付け状態を確認し 
てください。それでも、直6ない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 DIMM 
ボードまたはマザーボードを交換して 
ください。 

1-3-4- 1 

すべてのメモリグループのエラー 

DIMM ボードの取りがけ状態を確認し 
てください。それでも、直6ない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 DIMM 
ボードまたはマザーボードを交換して 
ください。 

1-3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザー 
ボードを交換してください。 

1-5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU また 
はマザーボードを交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

保守サービス会社に連絡してマザー 
ボードを交換してください。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されな 
い場合は、ディスプレイのコネクタの 
取り付け状態を確認して<ださい。そ 
れでも、直らない場合は保守サービス 
会社に連絡して、マザーボードを交換 
してください。 

増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合 
は、 PCI ボードの取り付け状態を確認 
してください。それでも直らない場合 
は保守サービス会社に連絡して、 

マザーボード、増設した PCI ボードを 
交換してください。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。 Express サーバの電源コードを UPS に接続している場合は、 
UPS に添がのマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアル 
を参照してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. Express サーバ 前面にある POWER スイ、ソチを 押す。 

POWER / SLEEP ランプが消のします。 

3. 周辺機器の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


Express サーバは ACPI モードに対応しています。 Windows での設定によって POWER ス 
イッチを押したときの機能を Express サーバの電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ状 
態）にさせることができます。 

■: 搭載している PCI ボードによっては機能しない場合があります。 

rE>F] 


スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまで 
の作業の状態は保持されています。 

P ; 省電カモードへの移行または省電カモードか 

I レ、/ Pi らの復帰方法については 、 Windows Server 

2003 /Windows 2000の設をによって異なりま 
す。また、省電カモード中の動作レベルは、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設定! 
に化存します。 

M-O 省電カモードへの移行または省電カモード中 

にシステムを変更しないでください。省電力 
モードか5復帰する際に元の状態に復帰でさ 
ない場合びありまず。 



POWER/SLEEP 

ランプ 
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フロッピーディスクドライブ 


Express サーバ前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 
Express サーパでは 3.5 インチの 2 HD フ □、ソ ピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ □、ソ ピー 
ディスク （720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に Express サーバの電源 
が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

^ •1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動（ブート）することはできません。 

^ 2 ^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 

ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ Express サーバの電源を ON にしたり、再起動す 
るとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起 
動できません。 


イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

龜^ フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディスク 
を取り化してください。アクセスランプが点な中に取り化すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 

フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 
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♦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

♦ 水などの液体のお<や薬品のおくには置かないで<ださい。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。作 xpress サーバに 
添付されているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD-ROM ドライブ 


Express サーバ前面に CD-ROM ドライブがあります。 CD-ROM ドライブは CD-ROM (読み止) 
し専用の コン パクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD-ROM はフ □、ソ ピーディ 
スクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミ主意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD-ROM を CD-ROM ドライブにセツトする前に Express サーバの電源が ON (POWER/ 
SLEEP ランプ点灯）になっていることを磕認してください。 


CD-ROM ドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押 
すとトレーが化てきます。 CD-ROM の文字が巧刷され 
ている面を上にしてトレーの上に静かに、磕実に置いて 
ください。 

オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽 
く押すと、トレーは自動的に CD-ROM ドライブ内に 
セツトされます。 

I n-O CD - ROM のセツト後、 CD - ROM ドライブの駆動 
音び大きく聞こえるときは CD - ROM をセツトし直 
して < ださい。 



CD-ROM の取り化しは、 CD-ROM をセットするときと 
同じようにオープン/ク□ーズボタンを押してトレーを 
イジェクトし、トレーから取り化します（アクセスラン 
プがオレンジ色に点なしているときは、ディスクにアク 
セスしていることを示します。この間、オープン/ク 
□ーズボタンは機能しません)。 0 S によっては 0 S から 
トレーをイジェクトすることもできます。 

CD-ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださ 
い。 
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取り出せなくなったときの方法 

才ープン/ク□-ズボタンを押しても CD - ROM を Express サーバから取り化せない場合は、 
次の手順に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して Express サー 
バの電源を OFF (POWER/SLEEP ランプ 
消灯）(こする。 

2 . 直径約 1.2mm、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD-ROM 前面にある強 
制イジェクトホール(こ差し} A んで、卜 
レーが化てくるまでゆっくりと押す。 

w - Oi ® 

• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上言己の手順を行っても CD-ROM び取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD-ROM を取り化す。 

已. トレーを押して元に戻す。 

CD-ROM の取り扱いについて 

Express サーバにセットする CD - ROM は次の点じを意して取り扱ってください。 

♦ CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

♦ CD - ROM を落とさないでください。 

♦ CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

♦ CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないで < ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいじ置いてください。 

♦ 丰ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでください。 
♦ たばこの煙の当たるところじは置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださい。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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オプションの取 D 付け 


オプションデバイスの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


M-O • ここで示す取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますび、この場合の装置および 
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (34 
ページまたは己4ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





(S)0 

A\A\ 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 Mi 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池やニッケル水素電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ま意 


C0 

A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 


84 



















静電気が策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外 
しの際は静電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本体の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中は定期的に金属フレームじ触れて静電気を放電するようじしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取 0 かしの準備 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 

1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイ、ソチを押して Express サーバの電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消の）にする。 


3. Express サーバの電源コードをコンセン 
卜か6おく。 

4. Express サーバ背面(こ接続しているケー 
ブルをすべて取りかす。 

5. Express サーバの前後左ちおよび上部に1 
〜 2 m のスペースを確保する。 



電源コード 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

サイドカバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときじ取り外します。ち側 
のサイドカバーは取り外す必要はありません。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 





A0 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1. 前ページを参照して準備をする。 

2 . ネジ2本をゆるめる。 

3. 装置後方に少し引いてか6取り外す。 

4. サイドカバーをしっかり持って取り外 
す。 



取り付け 

サイドカバーは r 取り外し」と逆の手 
順で取りがけることができます。 
サイドカバーにあるフックが 
Express サーバのフ レーム や穴に確 
実に差し a まれていることを磕認し 
てください。 

1-0 オプションの取り付け/取り 
IP 司がしび終った5、取りがした 
サイド カバーを 確実に取り付 
けて < ださい。 


フレーム 
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CPU ダク トカバー 

CPU ダクトカバーは DIMM やプ□セ、ソサの取りがけ/取りかしをするときじ取り外します。 


n-O じドリタ’クトカバーは^:、ず取り付けてください。カバーをがしたが態で運用すると、装置内 
部の冷却効果び低下し、システム全体のパフオーマンスに影響するばかりでなく、高温によ 
る本体および搭載デバイスの故障の原因となりまず。 


取り外し 

次の手順に従って CPU ダクトカバーを取り外します。 
1 . 86ページを参照して準備をする。 


2 . サイドカバーを取り外す （87 ページ参 
照)。 

3. CPU ダクトカバーの左側を持ち、ち端の 
タブを解除して手前に引く。 

4. CPU ダクトカバーを本体か6取りかす。 



取り付け 


CPU ダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケーブルやマザーボード上の 
部品に当たっていないことを磕認しながら差し込み、ち側のタブを本体のフレームじある穴 
に引っかけて固をしてください。 
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3-5 インチ八ードディスク 

標準装備の Express サーバの内部じは、八ードディスクを4台まで取りがけることができま 
す。ディスクインタフェースじは、マザーボード上の IDE インタフェースまたはオプション 
のコント□ーラボードを使用します。 

— "〇 NEC で指定していない八ードディスクを使用しないでください。サードパーティの八ード 
ディスクを取り付けると八ードディスクだけでなく本体び故障するおそれびあります。ま 
た、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
ず。 


動作モードの設定 

Express サーバに取りがける前に八ードディスクの動作モードを次のように設をしてくださ 
い。詳しくは八ードディスクに添付の説明書を参照してください。 

♦ IDEA — ドディスクの場合(マザーボード上の IDE インタフエースを使用する場合 


搭載台数 

MASTER/SLAVE* 

取り付けるベイの位置 

1台目 

MASTER 

ディスクベイの1番上 

2台目 

SLAVE 

ディスクベイの上か62番目 

3台目 

MASTER 

ディスクベイの上か63番目 

4台目 

SLAVE 

ディスクベイの上か64番目 


* 購入時(こ搭載済みだった八ードディスクの設定(こついては、八ードディスクに貼りがけ6れ 
ているラベルを参照してください (「 MASTER 」 ではなく、に LAVE 」 に設定されている場合も 
ありますのでごを意ください)。オプションの八ードディスクじついては、オプションの八一 
ドディスク(こ添付の説明書を参照してください。 

• IDE 八ードディスクの場合(ディスクミラーリングコント□ーラに接続する場合） 


搭載台数 

MASTER/SLAVE 

取り付けるベイの位置 

1台目 

MASTER 

ディスクベイの1番下 

2台目 

MASTER 

ディスクベイの下か62番目 
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• SCSI ハードディスクの場合 

接続に使用する SCSI ケーブルは別売品です。 


搭載台数 

SCSI ID* 

Sta けコマンド 

取り付けるベイの位置 

1台目 

IDO 

有効 

ディスクベイの1番上 

2台目 

ID 1 

有効 

ディスクベイの上か62番目 

3台目 

ID 2 

有効 

ディスクベイの上か63番目 

4台目 

ID 3 

有効 

ディスクベイの上か64番目 （1 番下） 


* 終端の設定 ( SCSI ターミネーシヨン）はすべて r 無効 ( OFF )」 (こ設定してください。 SCSI ター 
ミネーシヨンは、内蔵 SCSI ケーブルの端に取り付け6れたターミネータで終端します。 
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取り付け 

1 . 八ードディスク(こ添付の説明書を参照して八ードディスクの動作モードを設定する。 

2. 86ページを参照して準備をする。 

3. サイドカバーを取り外す (87 ページ参照)。 


4. 八ードディスクを取り付けるス□ット(こ 
ある八ードディスクブラケットを固定し 
ているネジ2本を外す。 



己.八ードディスクブラケットを取りかす。 

•L 画 

ハードディスクブラケットが取り外し 
にくいときは、本体内側からハード 
ディスクブラケットを押してくださ 

し、。 



巨.八ードディスクの基板面を下にして八一 
ドディスクブラケットに載せる。 
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7. 八ードディスクブラケットの裏面か6ネジ4本で八ードディスクを固定する。 


w-Oi^ 

• ネジは八ードディスクに添付のネジを使用してください。 

• 八ードディスクと八ードディスクブラケットをしっかりと持ったまま裏返してください。 

• J \- ドディスクびなるべく八ードディスクブラケットか5はみ出ないよラネジ穴を台わせて 
<ださい。 

コネクタ部分がブラケットから 




<マザ-ボ-ド上の IDE チャネルに接続する齡> ごぶ式のご?論吉12。/デイスクミラ- 


8 . 八ードディスクブラケットを手順4で外 
したス□、ソトに挿入する。 



J \- ドディスクはとても振動に弱いデ 
バイスです。ゆっくりとていねいにス 
□ットへ挿入してください。 

9. 手順4で外したネジ2本で八ードディスク 
ブラケットを固定する。 

10. 電源ケーブルとインタフエースケーブル 
を接続する。 

詳し <は「ケーブル接続」を参照して < だ 
さい。 



電源ケーブルや SCSI ケーブルのコネ 
クタにはキャップびついています。取 
りがしたキャップは大切に保管してお 
いて < ださい。 

11. 取り外した部品を取り付けて Express 
サーバを 組み立てる。 


上で完了です。 
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取り外し 


取り外しは、「取りがけ」の逆を行ってください。本体内部のを却効果を保持するためにブラ 
ンクス□、ソトじは八ードディスクブラケツトを取りがけてください。 

M-O ハー ドディスク内のデータについて 

取りがしたノ\ー ドディスクに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や企業の経理情 
報など)び第兰者へ漏洩することのないように確実に処分してください。 

Windows の口’ミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの口才ーマツト」コマン 
ドでは見た目は消去されたように見えますび、実際のデータは八ードディスクに書き込まれ 
たままの状態にありまず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア(有償)またはサービス(有 
償)を利用し確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの消去についての詳 
細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクの巧換後、巧換した新しいディスクじ 
交換前までの情報を記録ずることにより、故障を起こす]: i 前の状態に戻すことのできるリビ 
ルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5 に設をされているディスクアレイで有効です。リビ 
ルドの操作方まについては、オプシヨンのディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参 
照してください。 
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5.25インチデバイス 

Express サーバには、 CD - ROM ドライブや 
磁気テープドライブなどのバ 、ソク アップデ 
バイスを取り付けるス□、ソトを4つ用意し 
ています(標準装備の CD - ROM ドライブで1 
ス□、ソト使用）。バックアップデバイスを搭 
載するには、別売の SCSI コント□ーラと内 
蔵 SCSI ケーブルち必要です。 


M-O • 3ス□ットの空をびありまず 
び、最大増設台数は2台でず。 

シングル八イトのデバイスを2 
台か、ダブル八イトとシングル 
八イトのデバイスを1台ずつの 
し、ずれかび標準装備の CD-ROM 
ドライブを含めた最大構成とな 
ります。 

• SCSI デバイスを取り付ける場台、終端抵抗の設定は rOFF」 に、 SCSI ID は他のデバイ 
スと重複しないように設定してください。設定方法については、それぞれの装置のマ 
ニュアルを参照してください。 

• シングル八イトのデバイスはス□ット番号順に取り付けてください。ダブル八イトのデ 
バイスはス□ット2と3を使用します。 

• N8151-13AC 内蔵 DAT 集合型 [DDS-3] を取り付ける場台はデバイスに取り付け 
5れている電源分岐ケーブルを使用してください。 

• N81曰 1-32A 内蔵 DVD-RAM を取り付ける場 S ホ、動作モードを 「SLAVE」 にしてく 
ださい。 



取り付け 


1 . 86ページを参照して準備をする。 


2 . サイドカバーを取り外す (87 ページ参照)。 


3. ダミーカバーを固定しているネジ2本を 
外す。 

4. ダミーカバーを手前に静かに引き化す。 
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5. Express サーバ に添付の レールを デバイ 
スに添付のネジ (4 本）で 5. 2日インチデバ 
イスに固定する。 


)um 


必ずデバイスに添付のネジを使用 
してください。添付のネジより長 
いネジや程の異なるネジを使用す 
るとデバイスを破損するおそれび 
ありまず。 

ダブル八イトのデバイスを取り付 
けるときには Express サーバに添 
付されている DLT デバイスレール 
(L 字型の大きい方のレール)を使用 
して < ださい。 





目.デバイスベイにデバイスを静かに押し} A む。 


デバイスを押し} A むときにケーブルをはさんでいないことを確認してください。 


In-Oi 


I ス□ットを2つ使う曰.2己インチデバイスび入りづ5い場台は、曰.2己インチデバイスを少し持 
I ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 


7. 手順3で外したネジでデバイスを固定する。 




目. 取り付けた日.巧インチデバイスが、 Express サーバ前面か 6 飛び化しすぎていないかどうか確認 
する。 


標準装備の CD-ROM ドライブを目安(こ確認してください。 
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9. 装置側面か 6 デバイスじインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


詳しくは r ケーブル接続」を参照してください。 

I 

I コネクタのピンび曲びったり、確実に接続していなかったりずると、誤動作の原因となります。 
I已 .2 己インチデバイスと各ケーブルコネクタを見なび5確実に接続してください。 


ケーブルをはさんでいないことを確認してください。 


< SCSI デバイスの場合> 


5.2 日インチデバイスベイのス□、ソト2に 
取りがけたデバイスへ 


オプションの SCSI 
コント□ーラの 
SCSI コネクタへ 


5.2 日インチデバイスベイのス□ット1 
(下段）に取りがけたデノ \'イスへ 


未使用 



己25インチデバイスベイの 
ス□、ソト3に取りがけたデ 
パイスへ 

終端コネクタ 



< IDE デバイスの場合> 

マザーボード上の IDE コネクタ(こ接続されているケーブルをマザーボード側か 6 DVD - RAM 、 CD - 
ROM ドライブの順に接続してください。 

10 . 取りかした部品を取り付ける。 

11. SCSI デバイスの場合は、 SCSI コント□ーラ(こ添付の説明書を参照してセットアップをする。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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PCI ボード 

Express サーバには、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを5つ用意しています。 


PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃がしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は85ページで詳しく説明していまず。 

PCI ボードを取り付けたり、取り外したり、取り付けていたスロットを変えたりした場合 
は、必要に応じて BIOS セットアップューティリティ 「 SETUP 」 を使って割り込みライン 
(旧 Q ) などの詳細な設をを変更してください。 Express サーバの出荷時の割り込みラインの 
状態や I / O 空間の設をについては、148ぺージを参照してください。 


■L 

rpn 


64- bit /33 MHz * 


PCI ボードス□、ソト#1 
PCI ボードス□、ソト#2 
PCI ボードス□、ソト#3 
PCI ボードス□、ソト#4 
32- bit /33 MHz * [ PCI ボードス□ット#5 



複数枚で構成されている PCI ボードを 64 -bit PCI バスと 32 -bit PCI バスにまたがって 
取り付けないでください。 


取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取りがけを行います。 


取り付けるボードによっては隣のス□ットのコネクタキャップを取りがしてボードを取 
り付けなければな5ない場合びあります。 

PCI ボー ドス□ット#1〜#4には3.3心 PCI ボー ドおよびユニパーサル PCI ボー ドを取 
り付けることびできまず。 

PCI ボードス□ット#已には己 V PCI ボードおよびユニバーサル PCI ボードを取り付ける 
ことびでをまず。 


PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□、ソトのコネクタ形 
云巧]状が合っていることを確認してください。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 


型名 

製品名 

ス□ット 

PCI#1 

PCI#2 

PCI#3 

PCI#4 

PCI# 已 

備考 

巨 4-bit/33MHz 

32-bit/ 

33MHz 

ス□ット 
サイズ 

Full-height 

PCI ボード 
タイプ 

3.3V 

3.3V/ 已 V 

搭載可能な 
ボー ドサイズ 

□ング/シヨー ト 

N 8103 -56 

SCSI コント□ーラ 

- 

〇 

〇 

〇 

- 


N 8103 -65 

SCSI コント□—ラ 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -73 A 

ディスクアレイコント□-ラ 

- 

- 

- 

- 

〇 

いずれかのボード 
を1枚 

N 8 103-74 

ディスクミラーリングコント□-ラ 

- 

- 

- 

- 

〇 

N 8103 -80 

ディスクアレイコント日ーラ 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで。他 
のディスクアレイ 
コント□ーラとの 
混在は不可。 

N 8103 -78 

S - ATA ディスクアレイコント 
□—ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで。 

他のディスクアレ 
イコント□ーラと 
の混在は不可。 

N 8103 -85 

増設パ、ソテリ （ S - ATA ) 

- 

- 

- 

- 

- 

PCI # 1の上の未使 
用ス□、ソト(上か 
62番目)じ実装。 

N 8 104-42 

4回線音声- FAX 処理ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -80 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8 104-82 

音声認識ボード基本セット 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -84 

1000己 ASE - SX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

いずれかのボー 
ドを1枚 （ AFT 時 
は同じボードを 
最大2枚） 

N 8104 -103 

1000己 ASE - T 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで。 

N 8104 -86 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで。 

N 8104 -94 

4回線音声- FAX 処理ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -95 

4回線音声処理ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -96 

に回線対応音声処理ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -23 

V .24 高速を回線ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8504 -24 

X .21 高速多回線ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8504 -55 

高速回線ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8504 -56 

に DN 高速回線ボード 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104-101 

高速回線ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -102 

高速を回線ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇搭載可能 一搭載不可 


1 . 86ぺージを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す (87 ページ参照)。 

3. ボードを取りがけるス□、ソトを確認する。 
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己.部品面を下にしてマザーボード上のス□、ソトとボードの接続部分を合わせてゆっくり装置内へ差 
し込む。 

□ングカードの場合は、ボードのち端が本体フレームにあるガイドレールに沿って差し 3 A まれ 
ていることを確認してください。 




巨. ボードの接続部分がス□、ソトに確実に接続するようしっかりとボードを押し A む。 



うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありますので注意してくださ 
い。 

7. ボード左側を手順4で外したネジで固定する。 

8 . 取りかした部品を取りがける。 

9. Express サーバの電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、74ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して<ださい。 

10. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは131ページをご覧ください。 
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取り外し 


ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行い、増設ス□ットカバーを取り付けてくださ 
い。 




RAID コント □ ーラボード 

RAID コント□ーラボードは、データの信頼性を向上させるためじ用意されたオプションの 
PCI ボードです。 

サポートしている RAID コント□ーラボードは次のとおりです。 

♦ IDE ディスクアレイコント日ーラ （ N 8103 -73 A ) 

♦ SCSI ディスクアレイコント日ーラ （ N 8103 -80) 

♦ DE ディスクミラーリングコント□-ラ （ N 8103 -74) 

♦ S-ATA ディスクアレイコント日ーラ （ N 8103 -78) 

RAID コント□ー ラボードを取りがけると、本体の 3.5 インチデバイスベイの八ードディスク 
やオプションの D に K 増設墮体の八ードディスクを r ディスクアレイ構成」で使用することが 
できます。ディスクアレイ構成にはさまざまなレベルや設定があります。また、設をは専用 
のユーティリティを使用します。詳細は RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 


注意事項 

ディスクアレイを構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

• RAID コント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分 
などに触れて身体の静電気を逃がしてから RAID コント□ーラボードを取り扱ってくださ 
し^。また、 RAID コント□ーラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 RAID コント 
□ーラボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は85ペー 
ジで詳しく説明しています。 

♦ RAID コント□-ラボードを取り付けた Express サーバはディスクアレイ構成のさまざま 
な RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルを設定!するこ 
とができます。設をできる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての詳細な説明 
は、を RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってからボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

♦ ディスクアレイを構築するには2台上の八ードディスクが必要です(八ードディスクの台 
数じついての詳細はを RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください）。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じ八ードディスクを使用してください。 

♦ ボードを取り付けられるス□、ソトと最大搭載枚数については98ページを参照してくださ 
い。 

♦ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さ<なります。 
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参 BIOS ユーティリティ！" SETUP」 の 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」 で取り付 
けたス□、ソト番号のパラメータの 「Option ROM Scan」 を 「Enabled」 にしてください。 

• RAID コント□ーラボードを巧換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報)を RAID コント□ーラボードにリ 
ストアしてください。リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。 
詳しくは、を RAID コント□ーラボードに添がの説明書を参照してください。ただし、 
RAID コント□ーラボードを交換した場合は、それぞれのユーティリティを使って新規で 
コンフィグレーション情報を作成してください。 

• 複数の RAID コント□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステムディスクが接 
続される RAID コント□ーラボードは PCI ス□、ソト番号の最もルさい番号のス□、ソトじ搭 
載してください。例えば、4枚の RAID コント□-ラボードを PCI ス□、ソト#1〜#4に搭載 
した場合、システムディスクは PCI ス□、ソト#1に搭載したボードに接続します。 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合 

RAID コント□-ラボードの取りがけの手順については、 「PCI ボード (97 ぺージ')」、および 
を RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 RAID コント□ーラボード 
に接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K アクセスランプで表示させる 
場合は、 RAID コント□ーラボードの LED コネクタとマザーボード上の DAC LED コネクタを 
Express サーバに添付の LED ケーブルで接続してください（なお、 RAID コント□ーラボード 
によっては、装置前面の D に K アクセスランプの表示が暗い場合があります）。 

参マザーボード側 

DAC LED コネクタは下図に示す位置にあります。 

• RAID コント□—ラボード側 

LED ケーブルのホ色のケーブルが化ているコネクタ穴を RAID コント□ーラボード側の 
LED コネクタの 「LED Active」 に接続します。 LED Active ピンの位置じついてはを RAID 
コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 



































インタフェースケーブルは RAID コント□ーラボードに添がのケーブルを使用します。本体 
に取り付けられていたケーブルは取り外し後、大切に保管して<ださい。接続の詳細につい 
てはを RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 

取り付け後は、 RAID コント□ーラボードのディスクアレイ BIOS ユーティリティを使用して 
RAID の設をなどをします。設をの詳細とその方まじついては、を RAID コント□ーラボード 
に添付の説明書を参照して<ださい。 


D 旧 K 増設ユニットをディスクアレイ構成にする場台 

N8141-36 D に K 増設ユニットは八ードディスクを最大14台取りがけることのできるき用の 
崖体（车ャビネ、ソト）です。 SCSI ディスクアレイコント日ーラ（N8 103-80) を取りがけた 
Express サーバは D に K 増設ユニットを最大2台まで接続できます脚 SK 増設崖体についての 
詳しい説明については、113ページの r ケーブル接続」または D に K 増設ユニットの説明書を参 
照してください）。 

— "〇 • D 旧 K 増設ユニットには、八ードディスクドライブび添付されていません。別途購入し 
E 重3 てください。 

• D 旧 K 増設ユニットに接続ずるためには、本体をラックマウントタイプにするか、 
D 旧 K 増設ユニットをタワータイプ(ぺデストールタイプ)にしてください。タイプの変 
更にはオプションのコンノ':ージョンキットび必要です。 

N8141-36D に K 増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが 
必要です。 

• K410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

D に K 増設ユニットを接続後、 SCSI ディスクアレイコント日ーラ （N 8103 -80) の「ディスクア 
レイコンフィグレーションユーティリティ」を使って、 D に K 増設ユニットじ搭載した八ード 
ディスクをディスクアレイ構成に設定してください。設定の詳細とその方法については、 
SCSI ディスクアレイコント□ーラ （N8103-80) に添付の説明書を参照してください。 

ディスクアレイ構成に設定すると、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -80) 配下に接 
続されている八ードディスクのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、 SCSI ディ 
スクアレイコント□-ラ（N8 103-80) が持つ r オートリビルド」機能によってデータを復旧す 
ることができます(電源が ON のまま故障したディスクを交換(ホ、ソトスワップ）してくださ 
い）。 
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SCSI コント □ ーラボード 


「 SCSI コント日ーラボード （ N 8103-56/65)」は、 SCSI インタフエースで動作する八ード 
ディスクやファイルデバイスを制御する PCI ボードです。 

本体の 5. 25インチデバイスじファイルデバイスを搭載するときや内蔵の八ードディ スク I こ 
SCSI 八ードディスクを使用するとき、外付けの SCSI 機器と接続するときに必要なボードで 
す。 


注意事項 

SCSI コント□ーラを使用する上でを意していただきたい点について説明します。 

• SCSI コント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分 
などに触れて身体の静電気を逃がしてから SCSI コント□ーラボードを取り扱ってくださ 
し、また、 SCSI コント□ーラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 SCSI コント 
□ーラボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は85ペー 
ジで詳しく説明しています。 

• SCSI コント□ーラボードに OS がインス I -ールされた八ードディスクを接続する場合は、 
番号のルさい PCI ス□、ソトから順番に取り付けてください。 

• ボードを取り付けられるス□、ソトについては98ページを参照してください。 


取り付けか5設定まで 

SCSI コント□ーラボードの取り付けの手順については、 「 PCI ボード (97 ページ)」を参照して 
ください。 SCSI コント□ーラに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K 
アクセスランプで表示させる場合は、 SCSI コント□ーラの LED コネクタとマザーボード上の 
DAC LED コネクタを Express サーバに添付の LED ケーブルで接続してください(なお 、 RAID 
コント□ーラボードによっては、装置前面の D に K アクセスランプの表示が暗い場合があり 
ます）。 


• マザーボード側 

DAC LED コネクタは下図に示す位置にあります。 



































♦ SCSI コント □ーラボー ド側 

LED ケーブルの赤色のケーブルが化ているコネクタ穴を SCSI コント□ーラボード側の 
LED コネクタの 「LED Active 」 に接続します 。 LED Active ピンの位置については SCSI 〕 
ント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 

インタフエースケーブルの接続じついては SCSI コント □ ーラボードに添がの説明書を参/照 
してください。 

取り付け後は、 SCSI コント□ーラの SCSI 目 IOS ユーティリティを使用してボードや接続し 
ているデバイスの転送レートの設をなどをします。設をの詳細とその方法については、ボー 
ドに添付の説明書を参照してください。 
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プ□セツヴ （ CPU ) 


標準装備の CPU (Intel Xeon Processor ） に力□えて、もう1つ CPU を増設することができま 
す。 


CPU#2 (Processor 2) 



■L 

[ ヒント I 


オプションの CPU の中には異なるレビ 
ジョン（ステッピング）のものが含まれて 
いる場合があります。異なるレビジョン 
の CPU を混をして取り付けた場合、 
Windows Server 2003 /Windows 2000で 
はイベントビユーアのシステムログにじ （ 
下のようなログが表示されますが、動作 
には問題ありません。 


JZJxj 


イぺシト I 

日け： 

時刻： 

巧親 

ユーザーお)： 


2001/07/02 リース： Application Popup 

22:13 分親 ねし 

惭民 イペントの： 41 

una 


コンピュータに)： SERVER-1 
i が月屯)： 


当 


このマルチプロセッサシステムの。…は、一部が同じリピジヨシレペルではありません。すべ 
てのブロセッサをほ巧するためじオペレーティシヴシステムをシステムで巧能ね居小のブロ 
セツサに制限しまもこのシステムで巧題びををする巧合は、 CPU 製适元に巧いをわせて 
このをさプ化ッサびサポ-卜されているかどうかを確記してください。 


3 


d 


00000 

04400 

doooo 

00000 

00000 

02200 

00000 

00000 

00000 

08080 

ooon^o 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取り付けます。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部 
を省略しています。） 


CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静 
電気を逃びしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU のピンを素手で触ったり、 
CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は8已ぺージで詳しく 
説明しています。 


1 . 86ページを参照して準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• サイドカバー (87 ページ参照） 

• CPU ダクトカバー (88 ぺージ参照） 

3 . CPU ソケットの位置を確認する。 


4 . ソケットのレバーを持ち上げてダストカ 
バーを取り除<。 


リテンション 



己. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 


ピンマーク 


CPU の向きに注意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿入を防止するためじ 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケ 、ソ ト側のピンマーク 
を確認して正しく取り付けてくださ 
い。 
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目. CPU をしっかりとソケットに押しつけて 
か6レバーを倒して固定する。 



7. ヒートシンクを CPU の上(こ置く。 



8 . ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

リテンションの側面中央じあるタブ(こ 
ヒートシンククリップのクリップを引っ 
かけ(①）、一方のクリップをリテンショ 
ンのタブ(こ引っかけます(②)。 

次に、クリップを押さえなが6、最後 
(こ、もう一方のヒートシンククリップを 
リテンションのタブ(こ引っかけます 
(③)。 

9. ヒートシンクがマザーボードと水平に取 
り付け6れていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度取り付け直し 
て < ださい。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れまず。 

- CPU が正しく取り付け5れていない。 

-ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 



108 












































10. 取りかした部品を取り付ける。 


11.「 Main」 メニューの 「Processor Settings J - [Processor Retest」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは130ページをご覧ください。 

12. 1 CPU 構成の Express サーバに CPU を増設し、2つ上の CPU で運用する場合(こ]: i 下の手順を巧 

ぅ。 

Windows の場合： デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプ□セッ 

サ PC」 になっている場合は 「ACPI マルチプ□、ソサ PC」 に変更し、メッセージ 
に従って再起動後、システムのアップデート （34 ページまたは54ページ)を 
行う。 


取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順 
8〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンククリ、ソプをマイナスドライ 
パ、または増設 CPU に添付の取り外し工具を使って取り外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の r 重要」の3項を参照してくだ 
さい）。 



M-O • CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

控^ • CPU 杜2に CPU を取り付けていない場台は、ダストカバーを取り付けておいてくださ 
い。 

• 運用後は熱によってヒートシンクのそこにあるクールシートび CPU に粘着している場 
合びあります。ヒートシンクを取り外す際は、左ちに軽く回して、ヒートシンクび 
CPU か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシン 
クを取りがずと CPU やソケットを破損するおそれびあります。 

CPU の取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

1 .SETUP を起動して 「MainJ-rProcessor SettingsJ-fProcessor Retest」 の順でメニューを選択 
し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする （ 130ページ参照)。 

CPU を巧換した場合 

「MainJ-rPmcessor Settings」 の順でメニューを還択し、増設した CPU ののおよび L2 Cache 
Size が正常(こなっていることを確認する （ 130ページ参照)。 

2. 「Main」 メニューの 「Processor Settings」 の 「Processor Retest」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは130ページをご覧ください。 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、 Express サーバに取り付けられているマザーボー 
ド上の DIMM ソケットに取りがけます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あり、標準で 256 M 目の DIMM が1 
枚、 DIMM #1 に取り付けられています(標準で取り付けられている DIMM も交換することがで 
きます）。 

DIMM は DIMM ソケット番号のルさい順に取り付けます。 


DIMM group #2 DIMM group #3 



Pl ： •メモリは最大 4 G 巳 （1GBX4 枚）まで増設できます。 

[12D • POST や ESMPRO、 オフライン保ずユーティリティのエラーメッセージやエラーログで 

は DIMM コネクタのことを「グループ (group)」 と表示される場合があります。グループ 
の後に示される番号は上図のコネクタ番号と一致しています。 























































































取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は8己ページで詳しく説明しています。 

NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体び故障するおそれびあります。また、こ 
れ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
ず。 


1. 86ページを参照して準備をする。 

2 . 次の部品を取り外す。 

♦ サイドカバー (87 ページ参照） 

• CPU ダクトカバー (88 ページ参照） 

3. DIMM を取りがけるソケットを確認する。 

4. DIMM を取りがけるソケットの両側じあ 
るレバーを左ちにひろげる。 


己. DIMM をソケット(こまっすぐ押し} A む。 




DIMM の向きにミ主意してください。 
DIMM の端子側(こは誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し} A まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。指で確実 
(こレバーを閉じてください。 


巨.取りかした部品を取り付ける。 

7. Express サーバの電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 

る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、74ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して<ださい。 

8 . SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認する （ 132ページ参照）。 

9. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは131ページをご覧ください。 


10. Windows Server 2003 /Windows 2000を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを 
推奨値（搭載メモリ X 1.日）] U 上に設定する （Windows Server 2003は29ぺージを 、 Windows 
2000は日0ぺージを参照)。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

云巧] 確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと Express サーバは動作しません。 

1 . 86ページを参照して準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• サイドカバー （87 ページ参照） 

• CPU ダクトカバー (88 ページ参照） 

3. 取りかす DIMM のソケットの両側じある 
レバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され D I M M を取り外せま 
す。 

4. 手順2で取り外した部品を取り付ける。 

已. Express サーバの電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、74ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して < ださい。 

巨. SETUP を起動して 「 AdvancecU-rMemory ConfigurationJ-fMemory Retest 」 の順でメニュ ー 
を選択し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする （132 ぺージ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

)\- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは131ページをご覧ください。 










ケ—ブル巧続 


Express サーバのケーブル接続を示します。 



—スケ—ブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 


標準構成 


標準構成での接続例です。 

マザーボード上には3つの IDE ( ATA ) コネクタがあります。下図の IDE #1 は、 Ultra ATA 100 
のプライマリチャネルで八ードディスク1と2用です。 DE #2 は、 Ultra ATA 100のセカンダ 
リチャネルで八ードディスク3と4用、 IDE #3は Ultra ATA 66 の CD-ROM ドライブとオプ 
シヨンデバイス用です。 

IDE の優先順位は「プライマリのマスター」一「プライマリのスレーブ」一 r セカンダリのマス 
ター」一 r セカンダリのスレーブ」です。システムがインストールされた八ードディスクは r プ 
ライマリのマスター」にする必要があります。 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 



己2己インチ 
デバイスベイ 


3. 己インチ 
ディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 
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SCSIA — ドディスク- SCSI ファイルデバイスを搭載する場合 


SCSI 八ードディスクやファイルデバイスを搭載するためには、オプションの SCSI コント 
□ーラと内蔵 SCSI ケーブルが必要です。 



日.25インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
ディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


SCSI ID は上図の設定にしてください。終端抵抗は SCSI チェーン接続で一番最後に接続され 
るデバイスに対して設を(有効/無効）します。途中のデバイスはすべて r 無効」に設定してく 
ださい。内蔵 SCSI ケーブルによっては、終端コネクタが取り付けられている場合がありま 
す。 SCSI ケーブルで終端されている場合は、接続しているデバイスすべて終端の設定を「無 
効」にしてください。各種設定については、デバイスに添付の説明書を参照してください。 

八ードディスクに接続している SCSI ケーブルをファイルデバイスに続けて接続することは、 
性能を低下させてしまうのでお勤めできません。2チャネル搭載の SCSI コント□ーラを搭載 
している場合は、チャネルを分けてください。1チャネルの場合は、もう1枚取りがけて別々 
の SCSI コント□ーラで制御してください。 

本装置では、 SCSI 八ードディスクと IDE 八ードディスクが混在した状態での運用を保証して 
いません。どちらか一方のインタフェースで運用してください。 

ファイルデバイスは、 SCSI 転送レートの設をなどをしておく必要があります。転送レート 
についてはデバイスに添がの説明書を参照してください。設をは、 SCSI コント□ーラの 
巨 IOS ユーティリティを使用します。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照し 
てください。 

































































内蔵八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合 

本装置では次の RAID コント□ーラボードをオプションでサポートしています。 

♦ DE ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -73 A ) 

♦ SCSI ディスクアレイコント日ーラ （ N 8103 -80) 

♦ IDE ディスクミラーリングコント日ーラ （ N 8103 -74) 

♦ S - ATA ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -78) 

RAID コント□ーラを搭載できるス□、ソトについては前述の 「 PCI ボード」を参照してくださ 
い。 

内蔵の 3.5 インチデバイスベイに搭載されている八ードディスクをディスクアレイ構成にす 
る場合、 RAID コント□-ラボードに添付の IDE ケーブルを使用します。八ードディスクへの 
ケーブル接続は RAID コント□ーラボードのタイプによって異なる場合があります。を RAID 
コント□ーラボードに添付の説明書を参照して接続してください。本体のマザーボード上に 
接続されている八ードディスク用の IDE ケーブルは本体内部にじゃまにならないように束ね 
ておくか、取り外して大切に保管してください。 

また、 RAID コント□ーラボードに接続した八ードディスクのアクセス状態を本体前面の 
D に K ACCESS ランプに表示させたい場合は、マザーボード上の DAC LED ランプと RAID コ 
ント□ーラボード上の LED コネクタを本体に添付の LED ケーブルで接続してください（ケー 
ブルとコネクタピンの極性につし^て磕認してください）。 


〈 IDE ディスクアレイコント□—ラ （ N 8103 -73 A )/ S - ATA ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103-78)〉 


PCI #1 
PCI #2 
PCI #3 
PCI #4 
PCI # 己 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


- LED ケーブル 

-に C ケーブル 



己2己インチ 
デパイスベイ 


3. 己インチ 
ディスクベイ 
八ードディスク 
はオプション。 
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〈SCSI ディスクアレイコント□-ラ （N 8103-80)〉 



己2巳インチ 
デバイスベイ 


3.己インチ 
ディスクベイ 
八ードディスク 
はオプション。 


<IDE ディスクミラーリングコント□-ラ （N 8103-74)〉 



已 .2 已インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
ディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


IDE ケーブル - LED ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 




















































































































内蔵 DVD - RAM 装置を搭載した場合 

N 815 1-32 A 内蔵 DVD - RAM 装置は、 IDE デバイスのオプションです。本装置に1台搭載する 
ことができます。 

内蔵 DVD - RAM 装置を搭載する場合は、標準装備の CD - ROM ドライブの下のス□、ソトへ取り 
がけます。 

内蔵 DVD - RAM 装置の動作モードはに LAVE 」 に設定します(標準装備の CD - ROM ドライブは 
「 MASTER 」 に設をされています）。 

ケーブルは、マザーボード上の IDE コネクタに接続されているケーブルを内蔵 DVD - RAM ド 
ライブ、 CD - ROM ドライブの順番で接続します。 


5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
ディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 
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D に K 増設ユニットとの接続/最大構成のときの接続 

外付けの SCSI 八ードディスクディスク用キャビネ、ソトのに K 増設ユニット」と Express サー 
バを接続するためじは、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103-80) が必要です。 

SCSI ディスクアレイコント日ーラボードを搭載した Express サーバと接続できる D に K 増設 
崖体は、 N 8141-36 D に K 増設ユニットリ台あたりの八ードディスク搭載台数：14台、最大 
接続台数： 2台)です。 

本体内部に4台の八ードディスクと、2台の N 8141-36 D に K 増設ユニット （1 台あたりの八一 
ドディスク搭載台数：14台）で、最大32台の八ードディスクを接続することができます。 

D に K 増設ユニットを接続するために SCSI ディスクアレイコント□ーラボードが4枚必要で 
す。 


本装置で搭載できる SCSI ディスクアレイコント□-ラボードの最大枚数は2枚のため、この 
構成では、 3.5 インチデバイスベイに搭載した4台は、ディスクアレイを構成できません。 



己2己インチ 
デバイスベイ 


3.己インチ 
ディスクベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


_の E ヶーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


118 



























































電源ケ_ブル 


本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が巧刷されています (Pm • nn : 数 
字)。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスはじ(下のとおりです。 


已 .2 日インチ 
デバ'イスベイ 


3.5 インチ 
ディスクベイ 


電源ケーブル * どちらか一方に接続する 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System (目 lOS) の設定方まについて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理 
解して、正しく設定してください。 


システム BIOS - SETUP - 


SETUP は Express サーバの基本八ードウエアの設定を行うためのユーティリティツールで 
す 。この ユーティ リティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされ 
ているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷励こ Express サーバにとって最も標準で最適な状態に設を 
していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 

M-O • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定することびできます。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびありまず。 TSupervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• Express サーバには、最新のパ’ージョンの SETUP ユーティリティがインス!ルされ 
ています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びあります。設定 
項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い台ねせてく 
ださい。 


起動 

Express サーバの電源を ON じください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP 


ここでく F2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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W 前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password :[ 


] 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると 、 Express 
サーバは動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF じしてください。 


パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
^ は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 


rETFI 


キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 

現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


設定項目 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


キーの機能説明 


カーソルキー （ t 、 i ) 

カーソルキー（卜 、一） 
<— >キー/ <十>丰一 

< Enter > キー 
< Esc 〉 キー 
< F レ丰一 


< F 9> 丰一 


< F 10> キー 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exi 惦どのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効でず。 

選択したパラメータのず定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Es にキーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保ちし、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定例を示します。 

「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク （ N に)経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 
r Server 」 一 r AC - LINK 」 一 r StayOffJ 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
[" Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままじする 
「 Server 」 一 r AC - LINK 」 一 「 StayOffJ 


起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

「目001」^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一「目 00 t-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中にく Es に羊一を押しても表示させることができます。 


HW コンソールか5制御する 

[" Server 」 一 「Console Redirection 」 一それぞれの設定:をする 









メモリ関連 


「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一表示を確認する 

画面の表示とマザーボード上のソケットの位置は下図のようじ対応しています。 


DIMM Group #2 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

rAdvanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 ーリブートするとク 
リアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Main 」 一 「processor Settings 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は次ページ図のように対 
応しています。 
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CPU のエラー情報をクリァする 

rMairU 一 「processor S 如 ings 」 一 「Processor Retest 」 一 「 Yes 」 ーリブートするとクリアさ 
れる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 Numlock 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ） の順に設定します。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にする 

に ecurity 」 一 「Power Switch Mask 」 一 「 Enabled 」（ Power スイ、ソチ無効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Mask 」 一 「 Disabled 」（ Power スイ、ソチ有効） 

I M-O POWER スイッチを無効にすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制 
シャットダウン （14 己ページ参照)」も機能しなくなりまず。 

セキュアモードを設定する 

に ecurity 」 一それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

rAdvanced 」 一「1/0 Device Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 






















































































内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ内蔵の PCI デバイスに巧する設定をする 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「PCI Device 」 一それぞれのデバイスに対し 
て設ををする 

ディスクアレイコント□ーラボードまたはグラフィックスアクセラレータボードを取り付け 
る 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n 」 一 「Option ROM Scan 」 一 「 Enabled 」 
n : 取りがけたス□、ソト番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 また(ま 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 ホた(ま 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility I 


System Time: 

匹 : lass] 

Item Specific Help 

System Date: 

[05/05/20Q2] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Legacy Floppy A: 

[L44/L25MB 3.5 ] 

<Enter>selects field. 

Hard Disk Pre-Delay 

> Primary IDE Master 
^ Primary IDE Slave 

> Secondary IDE Master 

> Secondary IDE Slave 

[Disabled] 

[None] 

[None] 

[Auto] 

[None] 


^Tentiary IDE Master 

[Auto] 


^Tentiary IDE Slave 

[None] 


^ Processor Settings 



Language: 

BIOS Version; 

[English (US)] 

XXJCX 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ ChangeValu 巧 

Enter Select Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 












項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

1.2 MB 5.25" 

720 Kb 3 .己" 

[1.44.1.25 MB 3.5"] 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備)の 
設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 seconds 

6 seconds 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

POST 中(こ初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行い 
ます。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 
Tertiary IDE Master 

Tertiary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、化 
荷時の設定のままにしておいて<ださい。 

Language 

[ English ( US )] 

Franoacis 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサの情報をサブメニューで表示しま 
す。 

BIOS Version 

— 

BIOS のパージョンを表示します（表示の 
み)。 


[]: 化荷時の設定 
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Primary IDE Master/Primary IDE Slave/Secondary IDE Master/Secondary 
IDE Slave/Tertiary IDE Master/Tertiary IDE Slave 

メニューとデバイスは次のように対応しています。 

— 「Primary IDE Master 」： J \— ドディスク1(オプション） 

- 「Primary IDE Slave 」： 八ードディスク2(オプション） 

— l " Seconda「y IDE Master 」： 八ードディスク3(オプション） 

— l " Seconda「y IDE Slave 」： 八ードディスク4(オプション） 

- 「Tertiary IDE Master 」： CD-ROM ドライブ(標準装備） 

- 「Tertiary DE Slave 」： バックアップデバイス（オプション） 



Primary IDE Master 

Item Specific Help 

Type: [Auto] 

Mulit-SectorT ransfers: 

LBA Mode Control: 

TransFer Mode: 

Ultra DMA Mode: 

<Tab>, <Shift-Tab>,or 
<£nter>selects field. 


F1 Help t i Select Item -/+ ChangeValues F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Se^t Sub-Menu FIO Save and Exit 


図は 「Primary IDE Master」 を選択したときのものです 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Type 

None 

User 

[ Auto ] 

CD-ROM 

IDE Removable 
ATARI Removable 
Other Removable 

本項目の設定は変更しないで < ださい。 

Multi-Sector Transfers 

Disabled 

2 Sectors 

4 Sectors 

8 Sectors 

16 Sectors 

ブ□ックごとの最大セクタ数を表示します 
(搭載デノ \イスによって異なる）。 

LBA Mode Control 

Enabled 

Disabled 

L 目 A モード(こ基づいたアドレス管理の設定を 
表示します(搭載デノ イス(こよって異なる）。 


[]: 出荷時の設定 

















項目 

パラメータ 

説 明 

Transrer Mode 

Standard 

Fast PIO 1 

Fast PIO 2 

Fast PIO 3 

Fast PIO 4 

FPIO 3 /DMA 1 
FPIO 4 /DMA 2 

データ転送モード ( PIO モード)の設定を表示 
します(搭載デバイス(こよって異なる）。 

Ultra DMA Mode 

Disabled 

Mode 0 

Mode 1 

Mode 2 

Mode 3 

Mode 4 

Mode 己 

Ultra DMA 機能を抑止しているか、またはど 
のモードを設定してるかを表示します(搭載 
デバイスによって異なる）。 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Speed Setting 

- 

CPU の周波数を表示します。 

Processor 1 CPUID 

数値 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1ののを示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor L 1 Cache 

- 

プ□セ、ソサ1のキャッシュを表示します。 

Processor 2 CPUID 

数値 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor L 2 Cache 

- 

プ□セ、ソサ2のキャッシュを表示します。 

Hyper-Threading Technology 

[ Enabled ] 

Disabled 

プ□セ 、ソサの Hyper-Threading 

T echnology の有効/無効を設定します。 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

CPU のエラー情報をクリアします。 
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Advanced 


力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表 


項目の前に ri 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 
^ P。Configuration 

► I/O Device Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Memory Reconfiguration 
Menu. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 



FI Help 
Esc Exit 


i Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Valu( 
Enter Select 


Values 
► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 ( POST ) の実巧画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 (こ設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面(こ切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 じ 
設定します。装置の起動後(ここのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[ Off ] 

定します。 
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Memory Configuration 


Advanced メニューで rMemory Configuration 」 を選択すると、 U 下の画面が表示されま 
す。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

System Memory nnnKB 

Extended Memory nnnnKB 

Shadow Ram nnKB 

Cache Ram nnKB 

DlMM Group#!Status Normal 

DIMM Group 巧 Status Not Installed 

DIMM Group 巧 Status Not Installed 

Dl MM Group #4 Status Not Installed 

Memory Retest 

Clear the memory 
error status. 


FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 SetupDefaul 坛 

Esc Exit ■<-- 、 Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

System Memory 

nnnKB 

システムに搭載された基本メモリ容量を表示 
します。（表示のみ） 

Extended Memory 

nnmnKB 

システムに搭載された拡張メモリ容量を表示 
します。（表示のみ） 

Shadow Ram 

nnnKB 

シャドウ RAM 用に割り当て6れているメモ 
リ容量を表示します。（表示のみ） 

Cache Ram 

nnnKB 

シス了ムのキャッシュメモリ容量を表しま 
す。（表示のみ） 

DIMM Group #1-#4 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「Normal」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「Disabled」 は故障していることを、 

「Not Installed」 はメモリが取り付け6れてい 
ないことを示します。（表示のみ） 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアします。 
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PCI Configuration 


Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


— Embedded N に (Gbit) 


項目 

パラメータ 

説 明 

LAN Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□-ラの有効/無 
効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの BIOS の 
展開の有効/無効を設定するサブメニューを 
表 W します。 


[]： 化荷時の設定 

— Embedded Video Controller 


項目 

パラメータ 

説 明 

Video Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 

- PCI Slot 1 -PCI Slot 5 


項目 

パラメータ 

説 明 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バス(こ接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている目 IOS の有効/無効を設定す 
るサブメニューを表示します。グラフィック 
スアクセラレータボードを取り付けたス □、ソ 
卜などは 「 Enabled 」 にします。ただし、次の 
場合は、 「 Disabled 」 に設定してください。 

• 取り付けた RAID コント□ーラおよび SCSI 
コント□ーラに OS がインストールされて 
いる八ードディスクを接続しない場合 
• オプション ROM 目の S を搭載した LAN コン 
卜□ーラボードを使用していて、このボー 
ドからネットワークブートをしない場合 


[]： 化荷時の設定 
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I/O Device Configuration 


Advanced メニューで n /0 Device Configuration 」 を選択すると、 U 下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 

I n-O 害 IJ り込みやべ一刀/〇アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場合は黄色の r *」 び表示されます。黄色の「*」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 













項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

3 F 8 
に F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り} A みを設定し 
ます。 

Parallel Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレルポートの有効/無効を設定します。 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
正 CP ] 

パラレルポートの動作モードを設定します。 

Base I/O Address 

[378] 

278 

パラレルポートのべース I/O アドレスを設定 
します。 

Interrupt 

IRQ 己 
[IRQ 7] 

パラレルポートのための割り込みを設定し 
ます。 

DMA channel 

[DMA 1] 

DMA 3 

パラレルポートのための DMA チヤネルを 
設定します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

マウスの有効/無効を設定します。 

USB Host Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 目コント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

US 目を正式(こサポートしていない 0 S でも 

US 目キーボードが使用できるようにするかど 
うかを設定します。 


[]: 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Wake On LAN/PME: [Disabled] 

Wake On Ring: [Disabled] 

Wake On RTC: [Disabled] 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ —— ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN/PME 

[ Disabled ] 

Enabled 

N にまたは PCI ス□、ソト1〜5じ搭載した PCI 
ボードを介したリモートパワーオン機能の有 
効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク □ 、ソクを利用したリモート 
パワーオン機能の有効/無効を設定します。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


Supervisor Password 
を登録しているときのみ^ 
選択できる。 

User Password を登録 
しているときのみ選択で 
さる。 


User Password Is: 
Supervisor Password Is 
Set User Password 
Set Supervisor Password 

* Password on boot: 

Fixed disk boot sector: 


Hot Key (CTRL4ALT+): 
Secure Mode Boot: 
Floppy Write Protect: 

Power Switch Mask: 


Clear 

Clear 

[Enter] 


[Disabled] 

[Normal] 

[Disabled] 

[L] 

[Disabled] 

[Disabled] 

[Disabled] 


Item Specific Help 


Superviosor Passwori 
controls access to the 
setup utility. 


FI Help 
Esc Exit 


i Select Item 
一 Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Previous Value 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで <Ente「> キーを押す 
と]: i 下のような画面が表示されます(画面は rSet Supervisor Password」 を選択したときの 
画面です）。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(内の英数字および記号で羊一 
ボードから直接入力します。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: Clear 

Supervisor Password Is Clear 

Set User Password に nter] 

Set Supervisor Password H 巧ロリ 


ion boot: 


Passwort 
Fixed disk boot sect 


Set Supervisor Password 


Secure Mode Ti mer 
Hot Key (CTRL-tAL 
Secure Mode Boot: 

F loppy Write Protect| 

Power Switch Mask: 


E nter New Password 
Confirm New Password 


Item Specific Help 


Superviosor Passwon 
controls access to the 
setup utility. 


[Disabled] 


FI Help 
Esc Exit 


t Select Item 
<--* Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Previous Value 
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H-O • 「User Password 」 は 、 （"Supervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 
信重3 ん。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い台わせください。 

を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワード 
ですベての SETUP メニュー(こアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グイ 
ンしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート時にパスワードの人力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されてい 
て、このオプションが無効の場合は BIOS は 
ユーザーがブートしていると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクに対する書き込みを防ぎ 
ます。本装置では IDE 八ードディスクをサ 
ポートしていません。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

2 min 
己 min 

10 min 

20 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスか6の人力が途絶えて 
か 6 Secure Mode (こ入るまでの時間を設定 
します。 「 Disabled 」 の時は Secure Mode (こ 
なりません。 

H 饥 Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI ゎキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

Express サーバの起動時(こ Secure Mode 
で起動させるかどうかを設定します。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ□、ソピーディスクド 
ライブにセットしたフ□、ソピーディスクへの 
書き 3 A みを許可するか禁止するかを設定しま 
す。 

Power Switch Mask 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Enabled 」 に設定すると、 OS の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります。（強制シャットダウン （POWER 
スイッチを4秒] U 上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能）も含む。） 
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Server 


カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します。 [Console Redirection」 は選択 
後、 <Ente「>+ —を押してサブメニューを表示させてから設定します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


► Console Redirection 
Assert NMI onPERR: 
Assert NMI on SERR: 
Post Error Pause 
AC-LI NIC: 


[Enabled] 
Enabled] 
Enabled] 
[Last State] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menu to change 

management 


server r 
feature! 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 

Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中に エラー が発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの Express サーバの電源の状 
態を設定します(次ページの表を参照)。無停 
電電源装置を利用し、自動運転を巧う場合 
は 、 「Power On 」 に設定してください。 
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「AC-LINK」 の設をと本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:人 L 押し続ける操作です。強制的に電源を OFF (こします。 


Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection」 を選択しく Ente「> 羊一を押すと、下の画面が表 


示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: [Disabled] 

ACPI Redirection Port: [Disabled] 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

If enabled, the console 
will be redirected to 
this port. 

If console Redirection 
is enabled, this 
address must match the 
settings of serial 
port 2. 


FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

HW コンソールを接続するシリアルポートを 
設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

0 S 動作中(こ ACP I コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

己 7.6 k 

115.2 k 

連続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Flow Control 

None 

Xon/Xoff 
に TS / RTS ] 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 

[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

HW コンソールタイプを選択します。 


[]: 化荷時の設定 


Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 

Express サーパは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフト 
ウェアを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 

Phoenix BIOS Setup Utility 


CD-ROM Drive 
4Removable Devices 
-mard Drive 
I BA 4.0.19 Slot 00Q3 


Item Specific Help 


Keys used to viewer 
configure devices: 

<E nter> expands or 
collapses devices with 
a +or- 

<+> and <-> moves the 
device up or down. 

May move removable 
een Hard 
Disk or Removable Disk 


<n>iv 

devic 


FI Help t I Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FID Save and Exit 


<t > キー/ < 1 > 羊 一、 <十>キー/く一>丰一でブートデバイスの優先順位を変更できます。 

名'デバイスの位置へく 丫 >キー/<1 >キーで移動させ、く十>キー/<一>キーで優先順位を変更 
できます。 


EXPRESSBUILDER を起動ずる場台は、上図に示す順番に設定してくださし、。 
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Exit 


カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューのをオプションについて下に説明します。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ ） 内に保 
存して SETUP を終わらせる時に、この項目を選択しま 
す。 Exit Saving Changes を選択すると、ちの画面が 
表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS 
(不揮発性メモリ ） 内に保ちして SETUP を終了し、 
Express サーバは自動的にシステムを再起動します。 



[Yes] [No] 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ ） 内に保 
存しないで SETUP を終わらせたい時に、この項目を選 
択します。 

ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しな 
いで SETUP を終わらせることができます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP 
を終了し、 Express サーバは自動的にシステムを再起 
動します。 


Setup Conrirmation 
Discard changes and exit setup now? 

[Yes] [No] 



























Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この 
項目を選択します 。 Load Setup Defaults を選択すると、ち 
の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 
「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 


Setup Confirmation 


Load default configuration now? 
[Yes] [No] 


-o モデルによつ " C は、出荷時の設定とデフオルト値び異なる場台びありまず。この項で説明し 
m ている設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直ず必要びあります。 


Discard Changes 

CMOS に値を保存する前に今回の変更を W 前の値に戻した 
い場合は、この項目を選択します 。 Discard Changes を選 
択するとちの画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 
W 前の内容に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発 
性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します 。 Save 
Changes を選択すると、ちの画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS 坏揮 
発性メモリ）内に保存します。 
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オプション PCI ボードの BIOS 


オプションとして SCSI 機器と接続するための SCSI コント□ーラや内蔵/外付けのハードディ 
スクをディスクアレイとして制御できる RAID コント日ーラ （ SCSI / IDE )、 ネットワークイン 
タフ エース カード （ N に）をサポートしています。 

これらのオプションボード上にもボードボード用の BIOS ユーティリティが搭載されている 
場合があります。巨 IOS ユーティリティの操作方まやを意事項については、ボードに添付の 
説明書を参照してください。 

M-O SCSI コント□—ラや RAID コント□—ラで、 OS びインス I ルされた A — ドディスクを接 
続しない場合は、そのボードの ROM 展開 ( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定 
してください。またネットワークブートを行わない NIC の ROM 展開も無効にしておくこと 
で、メモリの消費を防ざ、ブート時間を短縮させることびできまず。 
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■ J セットとク IJ ア 


Express サーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照してくだ 
さい。 


IJ セツ 



リセ、ソトにはスイ、ソチによる八ードリセツトと车ーボードからのソフトリセ、ソトの2つがあ 
ります。 


-0 リセットは、 Express サーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
^ まいまず。ハングアップしたとき ly がでリセットを行うときは、 Express サーバびなにも 
処理していないことを確認してください。 


• ノ、ードリセット 

Express サーバ前面にある RESET スイ、ソチを押し 
ます。 

• ソフトリセット 

0 S が起動する前に Express サーバが動作しなく 
なったときは、く Ct 「 l > 羊一とく AI わ羊一を押しなが 
ら、く Delete 〉 羊一を押してください 。 Express 
サーバが リセ、ソト されます。 



強制シャットダウン 


0 S から Express サーバ を シャッ トダウンできなく 
なったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 
OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しない 
ときなどに使用します。 

Express サーバの POWER スイ、ソチを 4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に OFR こなります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF 離制シャット 
ダウン)から約10秒ほど待ってから電源を ON にして 
ください。） 

1-0 リモートパワーオン機能を使用している場合 
は、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてくださ 
し、。 



続ける 
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CMOS • パスワードのクリア 


Express サーバ自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、 Express サーバ内部 
のデータを第三者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、 Express サーバの CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行い 
ます。 



CMOS の内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS のクリアは Express サーバ内部のジャンパスイッチを操作して行いま 
す。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


I M-O その他のジャンノくの設定は変更しないでください。 Express サーノ ' I ’ の故障や誤動作の原因 
となります。 



パスワードの保護/ 
クリア巧ピン 


• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設定） 

• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（止)荷時の設を) 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守 5 ないと、人び死 t ずるまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 Mi 
ページ切降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1. 86ページを参照して Express サーバの電源を OFF にして、電源コードをコンセントか6あく。 

2 . サイドカバー (87 ページ参照）を取り外す。 

3. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

w-oira 

• Express サーバのジャンパピン（ピン11 -12) に付いているクリップを使用してくださし、。 
• クリップをなくさないようま意してください。 


4. Express サーバを元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

己. POST を終了した6、電源を OFF にする。 

巨.ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON じして設定し直す。 

•L[12E] 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。その化のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 



ピン 11-12 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート （ PCI ) 

11 

T-IDE 

4 

COM 1シリアルポート （ PCI ) 

12 

マウス 

5 

PCI / LPT 2 パラレルポート 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

14 

P-IDE 

7 

LPT 1 パラレルポート 

15 

S-IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 


出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

- 

PCI IRQ 2 

- 

PCI IRQ 3 

オンボード LAN 

PCI IRQ 4 

- 

PCI IRQ 己 

オンボード GA 

PCI IRQ 6 

PCI ス □、ソ ト #1(INT A) 

PCI IRQ 7 

PCI ス □、ソ ト #2(INT A) 

PCI IRQ 8 

PCI ス □、ソ ト #3(INT A) 

PCI IRQ 9 

PCI ス □、ソ ト #4(INT A) 

PCI IRQ 10 

PCI ス □、ソ ト#日 (INT A) 

PCI IRQ 11 

- 

PCI IRQ 12 

PCI ス □、ソ ト#1 (INTO 、 PCU □、ソ ト #2(INT D )、 PCU □、ソ ト #3(INT 
目 ）、 PCI ス □、ソ ト #4(INTC)、PCI ス □、ソ ト#己 （ INTD) 

PCI IRQ 13 

PCI ス □、ソ ト #1(INTD)、PCI ス □、ソ ト #2(INT 目 ）、 PCI ス □、ソ ト #3(INT 
C)、PCI ス □、ソ ト #4(INTD)、PCI ス □、ソ ト #5(INT 目） 

PCI IRQ 14 

PCI ス □、ソ ト #1(INT 目 ）、 PCI ス □、ソ ト #2(INT C)、PCI ス □、ソ ト #3(INT 
D)、PCI ス □、ソ ト #4(INT 目 ）、 PCI ス □、ソ ト#己 （INTO 
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♦ I/O ポートアドレス 

I / O ポートアドレスを次のようじ割り当てています。 


アドレス *1 

使用チップ* 2 

00 -1 F 

8ビット DMA コント□ールレジスタ 

20-21 

マスター8259プ□グラミングインタフェース 

2 E - 2 F 

コンフィグレーション 

40-43 

8254プ□グラミングインタフェース 

60 

キーボー ド/マウス 

61 

NMI ステータスレジスタ 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

NMI イネーブルレジスタ/リアルタイムク□ック 

80-8 F 

16ビ、ソト DMA コント□ールレジスタ 

A 0- A 1 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

C 0 -DF 

DMA コント□ーラページレジスタ 

E 0- E 9 

ベースアドレスレジスタ 

F 0 

レジスタ IRQ 13 

F 1 - FF 

論理デバイスコンフィグレーション 

170 -177 or BAR 2 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□ックレジスタ 

1 E 8 - 1 EF 

EDMA 2 互換モード Tertiary コマンドブ□ックレジスタ 

1 F 0 -1 F 7 or BAR 0 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□ックレジスタ 

278 - 27 F 

(パラレルポート 3) 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート2 

BAR or 376 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□ックレジスタ 

370 - 377 

(フ□、ソピーディスクドライブの 、 IDE 2 

378 -37 F 

(パラレルポート 2) 

3 B 0 - 3目目 

VGA 

3目 C - 3 BE 

パラレルポート1 

3 C 0 - 3 DF 

VGA 

3 EE 

EDMA 2 互換モード Tertiary コマンドブ□、ソクレジスタ 

3 F 6 or BAR 1 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□ックレジスタ 

3 F 0 - 3 F 7 

フ□、ソピーディスクドライブ1、 IDE 1 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート1 

40 B 

DMA 1 拡張ライトモードレジスタ 

4 D 0 

マスター8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 1 

スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 6 

DMA 2 拡張ライトモードレジスタ 

己00 - 527 

ACPI レジスタ 

己80 - 己 8 F 

SM 目 US コント□-ル 

C 00 

PCI IRQ マッピングインデックスレジスタ 

C 01 

PCI IRQ マッピングデータレジスタ 

C 14 

PCI エラーステータスレジスタ 

C 49 

アドレス/ステータスコント□ール 

C 4 A 

立ち上がり時間 （Rise Time ) カウンターコント□ール 

C 52 

ミ凡用レジスタ （ GPMs ) 

C 6 C 

ISA ウェイトレジスタ 

C 6 F 

その他コント□ールレジスタ 

CD 6 

パワーマネージメントインデックスレジスタ 

CD 7 

パワーマネージメントデータレジスタ 

CF 8, CFC 

PCI コンフイグレーションスペース 

CF 9 

リセ、ソトコント□ール 

F 己0 - F 58 

ミ凡用チップセット 

FE 00 - FE 3 F 

チップセット 

BAR 4+00 - OF 

EDMA 2 PCI ベースアドレスレジスタ4 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数(こよって任意(こ設定されます。 


八—ドウ H ア編 


149 






Mem ひ 


150 



























